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地球環境問題

地球環境問題の深刻化

↓
大量生産・大量消費・大量廃棄

→  地球環境保全型

企業は、単に営利のみを目的とするわけでなく、企業活動の透明性や
社会的責任が要請されていると考える時代になり、政府任せでない
産業界に自主的な取り組みが、地球環境問題には不可欠であると
の考え方が生まれた。
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ＥＭＳ導入効果

省資源・省エネルギー・事務用品の節減の加えて、
廃棄物の削減、発生抑制リサイクルの推進が進み、従
来の公害防止型の水質汚濁、大気汚染、騒音、振動
などの抑制に加えて、ＣＯ2抑制やオゾン層破壊物質
の使用抑制、有害物質の使用抑制などにも相当の効
果が期待できると多くの企業は考えている。

また、組織のマネジメンや業務の質に関する効果
についても、社員の環境意識の向上、環境監査の質
の向上、組織の活性化、業務プロセスの改善、取引先
の拡大や提携の強化に効果が期待できる。
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業界の取り組み

製造業では、

製品開発・製造・販売に際して、従来の市場
性・品質・コストに加え、環境に対する配慮
も必要となった。

流通業では、

梱包材の軽量化やリサイクル化・リユース化
の配慮も必要となった。
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国際規格の必要性

国際標準化機構(ISO)
1947年．電気関係を除く工業製品に関する
国際規格の制定と普及を目的として設立さ
れた国際機関。

一国一機関が原則。

1996年． ISO14000シリーズを環境マネジメ
ント規格として正式に採択。
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ＩＳＯ９０００・１４０００シリーズの認証手順

企業 企業

審査登録機関 （第三者機関）

他国の認定機関審査登録認定機関

（日本適合性認定協会）

（審査・登録）

（認定） （
情
報
交
換
）

(審査依頼)
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ISO14001の登録状況

井口新一“これからのＩＳＯマネジメントシステム審査”
Ｑｕａｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｖｏｌ．６０，Ｎｏ．２，Ｐ．５３
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２００２年度
2001年度末認証件数 ： 36,765 （112カ国）
2002年度末認証件数 ： 49,462 （118カ国）

＋12,697
認証取得増加国トップ10
日本 (＋2,497件) スウｴ－デン (＋660件)
中国 (＋1,718件) ブラジル (＋550件)
スペイン (＋1,167件) フランス (＋550件)
アメリカ (＋975件) ドイツ (＋320件)
イタリア (＋858件) ハンガリー (＋300件)
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ちなみに ISO9000(2002年度)
2001年12月末認証件数 ： 510,616 （161カ国）
2002年12月末認証件数 ： 561,747 （159カ国）

＋51,131
認証取得増加国トップ10
中国 (＋17,972件) チェコ (＋2,862件)
イタリア (＋13,103件) インド (＋2,556件)
スペイン (＋10,941件) アメリカ (＋1,901件)
日本 (＋6,579件) シンガポール (＋1,866件)
ハンガリー (＋2,892件) スイス (＋1,694)
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ISO14000とは

企業や団体組織が活動する際に、「環境に対
する負荷を軽減する活動を継続して実施す
るための仕組み」を規定した国際規格。

環境とは、大気、水質、土地、天然資源、植物、
動物およびそれら相互関係を含む、組織の
活動を取り巻くもの。
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ISO14000の構成

①環境マネジメントシステム(EMS)
②環境監査(EA)
③環境ラベル(EL)
④環境パフォーマンス評価(EPE)
⑤ライフサイクル・アセスメント(LCA)
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ISO14000モデル

http://www.iso.ch/iso/en/prods-services/otherpubs/iso14000/model.pdf
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ISO14000シリーズ全体構成図
評価・監査ツール マネジメントシステム 製品支援ツール

EPE

14031

EＡ

14010

14011

14012

ISO

14001
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14040 14041

14042 14043

EL

14020 14021
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14024
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14004

用 語 と 定 義

出典：ISO14000シリーズ規格集 日本規格協会 1996.7
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日本では

1993年 国内対応委員会を設立

1993.10.20. 国内規格を制定
・JISQ14001
・JISQ14004
・JISQ14010
・JISQ14011
・JISQ14012
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環境パフォーマンスの改善

従来、環境パフォーマンスの改善を目的として、設備の
改善、作業方法の見直し、全員参加の節水・節電活
動をおこなってきた。

↓
体系化されたマネジメントシステムが構築され、かつ経
営活動と統合したものとなっていなければならない。

↓
このようなマネジメントシステム構築のための要求事項
を規定した規約 ⇒ ISO14001
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環境パフォーマンス指標
・使用される原材料またはエネルギーの量
・二酸化炭素(CO2)などの排出量
・完成品の量当たりの発生廃棄物
・原材料およびエネルギーの使用効率
・環境発生事象(ex制限の逸脱)の件数
・環境事故(ex計画外放出)の件数
・リサイクルされる廃棄物の百分率
・包装に利用されるリサイクル材の百分率
・製品の単位当たりの輸送距離
・特定の汚染物量

(ex窒素酸化物Nox、二酸化硫黄SO2、一酸化炭素CO、炭化水素ＨＣ、
鉛Pb、フロン類CFCs)

・環境保護への投資
・訴訟の件数
・野生生物生息のために留保した土地面積
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ISO14000シリーズの中身
ISO14001だけが仕様と位置付けられており、
指針(ガイドライン)である他の４つの規格とは異なる。
ISO14001はシステム規格であり、第三者による審査
登録制度が前提。

↓
ISO9000シリーズと多くの共通点を有する。
(ISO14000システム構築のために、ISO9000の既存シ
ステムの使用が可能である)
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環境マネジメントシステムモデル

環境方針

計画
点検および是正措置

継続的改善

実施および運用

経営層による見直し

Ｐlan

↓

Ｄo

↓

Ｓee

経営者による実施宣言

自社を取り巻く環境条件の把握

環境側面の把握

環境影響評価と環境側面の絞り込み

(

シ
ス
テ
ム
構
築
の
準
備)
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ISO14000資格取得のメリット
・提示する環境マネジメントへの関与を顧客に保証する。
・一般の人々または地域社会と良好な関係を維持する。
・投資家の基準を満たし、資金調達を改善する。
・妥当な経費で保険がかけられる。
・イメージおよび市場占有率を高める。
・販売者の認証基準に適合する。
・原価管理を改善する。
・責任に至る発生現象を減らす。
・妥当な配慮を示す。
・投入原材料およびエネルギーを節約する。
・許認可の取得を容易にする。
・開発を促進し、環境上の解決策を共有する。
・産業界と政府の関係を改善する。
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審査登録制度

認
定
機
関（日

本
適
合
性
認
定
協
会
Ｊ
Ａ
Ｂ)

審
査
登
録
機
関

企
業
・
団
体
な
ど

⑤登録
通知

②認定

③審査
申請

①認定
申請

④審査
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環境側面と環境影響

環境側面(environmental aspect)   ：原因
環境影響(environmental impact)  ：結果
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環境側面

「環境と相互に影響しうる、組織の活動、製品
又はサービスの要素」

生産活動に伴って、電力・燃料・原材料を消費
し、製品によっては廃棄物を出す。製品流通
のための車両は化石燃料を消費し、製品の
使用段階においても、電力や燃料を消費す
るものがある。更に、製品の使用後は廃棄
物となるものもある。
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環境影響

「有害か有益かを問わず、全体的に又は部分
的に組織の活動、製品又はサービスから生
じる、環境に対するあらゆる変化」
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環境側面と環境影響

環境側面 環境影響

活動 ：物の生産 ・原材料やエネルギーの消費 ・水、大気、土壌汚染

・産業廃棄物の発生 ・土壌汚染

製品 ：電気製品 ・電力の使用 ・大気汚染

など ・廃棄物の発生 ・土壌汚染

・製品軽量化の設計改善 ・資源の保存

：食品、飲料 ・空き容器の廃棄 ・焼却による大気汚染

埋め立てによる土壌汚染

サービス：自動車輸送 ・燃料消費 ・大気汚染、騒音

：車両の保守 ・排気ガスの清浄化 ・大気汚染の低減
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リサイクル法

http://www.env.go.jp/recycle/recycling/index.html
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パソコンの出荷台数

2003,9,29 読売新聞
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リサイクル法(資源有効利用促進法)
パソコンの場合

パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー

リ
サ
イ
ク
ル

工
場

①回収申し込み

②支払用紙

③費用支払い

(シール付きは不要)
④回収依頼

⑤輸送伝票

⑦搬送

鉄，銅，アルミ，
ガラス，プラスチ
ック，金，銀・・・

⑧再生利用

⑥持ち込みまたは戸口回収 郵便局

〒

家

庭
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リサイクル家電の横流し

朝日新聞 2004.3.19

消

費

者
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ッ
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メ
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海外・北朝鮮輸出業者

リサイクル
家電

運送委託

運搬費

リサイ
クル料

×

×

販売代金
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自動車リサイクルの流れ

2004.6.28 毎日新聞

自動車リサイクル法

(2005年1月より全面施行)

自動車の破砕屑，エアバック，カーエ
アコンのフロンの回収・リサイクルが
義務付け

車の保有者から費用を前払い徴収

自動車各社は処理の効率化や費用
削減に向けて，解体しやすい車の設
計や回収システム作りを目指す．

法制化のきっかけは，香川県豊島の
産廃不法投棄
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ISO activities by local governmentISO activities by local government

Two phases of ISO activities of local government.

 An operating improvement of the local government 
itself.

 A support for the ISO activity of a company and/or an 
organization by a local government. 



ISO activities by local governmentISO activities by local government
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A local government is the greatest entrepreneur in the area.
Since the person concerned to surround are very large, its influence and 

leadership also reach far and wide.
The contractor in the area also cannot but get interested in attestation 

acquisition of ISO14000.
Especially, the contractor and dealings company which frequent a local 

government, is affected by influence directly and indirectly.

In 1998,
2% of local government acquires attestation.
0.1% of companies acquires attestation.
A local government is eager for ISO14000 attestation acquisition.



The difference of the ISO activity The difference of the ISO activity 
between a company and a local governmentbetween a company and a local government
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✓The purpose
ISO9000   : maintenance and stability of a product or service.
ISO14000 : improvement of the environmental quality.

✓Object (concerned)
ISO9000   : customer (who purchases a product and service).
ISO14000 : person (consumers, equity participants, customers, 

local residents, employees, environmental interest organization, etc.).

Company           : customer (scattered all over the country).
Local government : person (inside of a local government).

Citizen cannot be chosen service itself.

Company         : ISO9000 → ISO14000
Local government : ISO14000 → ISO9000
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ISO9000 activity by the local governmentISO9000 activity by the local government

Management quality prize in Japanese local governments 
(Up to September, 2007)

Local management quality prize Installation year Local management improved quality activity organization Installation year
Akita management quality prize 2004 Akita management quality conference 2001
Iwate management quality prize 2000 Iwate management quality conference 1999
Aizuwakamatsu management quality prize 2001 Aizuwakamatsu management quality conference 2001
Tochigi management quality prize 2000 Tochigi management quality conference 1999
Ibaragi management quality prize 2001 Ibaragi management quality conference 2000
Saitama management quality prize 2004 Saitama management quality conference 2003
Chiba management quality prize 2000 Chiba management quality conference 1999
Itabashi-ku management quality prize 1997 Itabashi-ku industrial economy part Industry Promotion Division -
Niigata management quality prize 1999 Niigata management quality conference 1998
Fukui management quality prize 1999 Fukui management quality conference 1998
Mie management quality prize 2001 Mie management quality conference 2001
Kansai management quality prize 2004 Kansai management quality conference 2001
Hail management innovation prize 2001 Hyogo Department of Industry and Labor management support division -
Tyugoku management quality prize 2004 Tyugoku management quality conference 2000
Tokushima management quality prize 2004 Tokushima management quality conference 2003
Nagasaki management quality prize 2002 Nagasaki management quality conference 2001
Kagoshima management quality prize 2005 Kagoshima management quality conference 2003



Coral Coral Springs,FLSprings,FL
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Coral Coral Springs,FLSprings,FL
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ISO14000 activity by the local governmentISO14000 activity by the local government

The measure to ISO14000 of local governments

(Up to 2002)
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The ISO14000 acquisition purposeThe ISO14000 acquisition purpose
of local governmentof local government

The ISO14000 acquisition purpose of local governmentThe ISO14000 acquisition purpose of local government prefectures Cities, towns and villages

Improvement in an image 9 56

Alignment to neighboring local governments 1 2

Basic establishment of EMS 10 33

Spread the ISO to a company 12 19

The personnel's environmental awareness reform 21 110

The spread of environment policies 2 33

Education to citizens 8 70

Execution management of the Basic Environment Plan 8 28

Construction of an environmental network 0 3

Others 9 10



Pan-Pacific Conference XXVII, 
Bali
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The degree of achievementThe degree of achievement

The degree of achievement Government

It was able to do 37

It was able to carry out so so 108

It can be said to be neither 13

It has not done at all 0
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ISO supports by the local governmentISO supports by the local government
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Support for companies by a local government Support for companies by a local government ①①

Support for companies Support for companies 
by a local government by a local government 
①①

prefectures Cities, towns and villages

Carrying out 25 75

Not carrying out 4 55

(Up to 2002)
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Support for companies by a local government Support for companies by a local government ②②

Support for companies by a Support for companies by a 
local government local government ②② prefectures Cities, towns and villages

US$1,000 ～ US$5,000 40 2

US$5,000 ～ US$10,000 39 20

US$10,000 ～ US$20,000 30 11

US$20,000  ～ US$50,000 32 3
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ISO14000の課題
Ⅰ．審査登録制度の課題

①審査員の質のばらつき

②文書チェックに偏りがちな審査の形式化

Ⅱ．EMS規格の限界
③同じEMSでもパーフォーマンスは異なり得る
④現実の組織活動モデルに合わせにくい

Ⅲ．導入組織での課題

⑤環境側面の把握が不十分になりがち

⑥環境目的目標が主要活動に則していない

⑦本業体制とEMS体制が乖離している
⑧社員に対する動機付けが弱く環境意識が低い

⑨製品ライフサイクル・サプライチェインでの連携が困難
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琵琶湖ホテルのＱＭＳ，ＥＭＳへの取組み

１９３４年：第３セクター方式で開業
１９９８年：新築移転
２００１年４月：ＱＭＳ
２００２年８月：ＥＭＳ を認証取得
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ホテル業の特徴

基本はサービス業であるが，

総合商社のようでもあり，

ゼネコンのようでもあり，

製造業のようでもある。

同ホテルでは，現在１５の部署が存在している。

多種多様な製品実現は，「活動計画書」に記述。

あとの項目は「マニュアル」で一括管理。
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目標 ：総支配人方針

ＱＭＳ：「売上・利益」，「品質」，

「顧客満足」 ，「教育・訓練」

ＥＭＳ：「環境」

↓
各目標につき４つの管理項目をつくり

数値目標を設定し活動する
目標設定はＱＭＳはマネジメントレビューのアウトプットをもとに年度末
に見直し，ＥＭＳは環境側面の見直しを年度末に行い，目標を定める。
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環境マネジメントプログラム表
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改善提案書
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館内外評価
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ホスピタリティマインドのスローガン

１．お客様の顔と名前を覚える

２．サービスと商品に自信と誇りを持つ

３．スピードを早くする

４．お客様と楽しく会話する

５．お客様のボディーランゲージを理解する
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内部監査チェックシート


